
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
イラク戦争開始後５５００人が従軍を拒否▲Courage to Resistポスターより 

悩み苦しむなかから「戦わないこと」を選んだ若者

たち。彼らの勇気が希望の光を与えてくれる。世界

各地でつづく戦争を終わらせ、平和をとりもどすた

めに何ができるか。 

３月１６日  （月） １８：３０～２０：３０ （１８：００開場） 
大阪市立 住まい情報センター３Fホール  

参加費 ５００円（高校生以下無料） 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【主催・問合せ先】 「ジェフさん講演会」実行委員会 TEL・FAX０６－６９６６－９００３ 

http://sentaku.okoshi-yasu.net/  E-mail: heiwa-tsubasa07@fol.hi-ho.ne.jp 

 

（地下鉄「天神橋筋六丁目」駅下車３号出口 ・ 

ＪＲ環状線「天満」駅から北へ徒歩７分） 

憎悪にみちたイラク人少年の瞳のなかに自分を見たとき、 

僕はもうこれ以上占領軍の役割を正当化できないと悟った。 

（狙撃兵の従軍拒否宣言より） 

▼プログラム＆プロフィール  
 
●講演１ 「抵抗する勇気－戦争を終わらせることができるのは誰?」 

ジェフ パターソンさん★イラクやアフガンで戦うことを拒否
した兵士たちの支援組織「Courage to Resist(抵抗する勇気)」設

立メンバー。カリフォルニア州在住。元海兵隊員。沖縄キャンプ・

ハンセンに駐留。湾岸戦争への派遣を拒否した最初の兵士。２
ヶ月の服役後に除隊。拒否兵や家族の支援を開始。現役将校と

して初めてイラク行きを拒んだワタダさんや、映画『アメリカばん

ざい』のパブロさんらの支援もしている。 
 

●講演２ 「イラク戦争を通して考える“正義”のあり方」 
清末 愛砂さん★島根大学講師。ジェンダー法学、パレスチナ難民女性のオーラル・
ヒストリーの研究をしている。アジア女性資料センター運営委員、パレスチナの平和のた
めの関西連絡会共同代表、非暴力平和隊・日本理事。主な著書に『母と子でみる パレ

スチナ－非暴力で占領に立ち向かう』（草の根出版会）、共著に『そこはシャヒードたちの

墓だった－イギリス植民地主義と「対テロ戦争」』、『「対テロ戦争」と現代世界』（御茶の水

書房）などがある。 


